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事業所 環境・ 安全衛生委員会
  - 実行計画策定
  - 進捗管理
  - EHS内部アセスメ ント 指示

エグゼクティ ブ
コミ ッティ

全社EH Sアセス メ ント 実施 記録・ 実績

実施・ 管理

EHSコミッティ
  - 方針・ 行動計画
  - 全社EHSアセスメ ント 計画

次期計画の
検討

EHSアセスメ ント
報告

事業所



 

 

 
 

63%

17%

20%バリューチェーンからの

排出

（購入した電気 ・ 熱）

直接排出

319 千トン
2021 年度

合計

スコープ 1

64 千トン
スコープ 3

200 千トン

間接排出

スコープ 2

55 千トン
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環境行動計画 （スコープ 1+2)
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43%

226 GWh
2021 年度

総電力量

再生可能エネルギー由来

98 GWh

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

29%

3,517 TJ
2021 年度

総エネルギー使用量

再生可能エネルギー由来

1,003 TJ



 

 

 
 

1 

 

94,934  
27,287

 
2  121,366  

 

3  

     
 

1 

 

111,352 9 
  

2  67,645 10 

 
 

3 

 

27,464 11 

  

4 
 

 

4,040 12 

 

70 

 

 

237  13 
 

 
 

 228  14 

  

 

 

 

 

 



 

 

 
 

  



 

 

 
 

• 

• 

• 

• 

• 
• 

• 

• 

• 

• 

 

 



 

 

 
 

◼ 

 

 



 

 

 
 

 

 

0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

2005 2017 2018 2019 2020 2021 2025

3.4
3.8

2.6 2.7
3.1

4.0

1.0

生物多様性指数の推移
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生物多様性負荷指数と売上収益の推移

(10 億円 )

（年度）

気候変動
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( 材質 )
古紙を使用し た板紙を使用

( 材質 )
でき るだけ薄い
プラ スチッ ク シート を使用
一部製品にバイ オマスプラ
スチッ ク を使用

( 表示 )
廃棄の際の情報と し て
材質を表示
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